
事業概要 【交番ネットワークカメラ等整備事業】

自治体名 富山県 人口 994,799人 事業費 5,800千円

事業概要
交番勤務員の不在時に住民等の来訪があった場合でも、警察署に勤務する警察職員（以下「警察署員」とい
う。）が直接対応して、必要な指示・助言等を行うことができるように、人感・音圧センサー付きのネットワークカメラを
交番に設置し、県民の利便性の向上、安全対策の強化を図る。

具体

サービス

交番への来訪者が多く、かつ所外における取扱いも多い交番（富山駅前）、警察署から遠隔地に位置する交番
（水橋）の２交番に、来訪者等を自動感知するセンサー、ネットワークカメラ等を設置して、交番不在時でも警察
署員が映像等を見ながら直接対応する。

主な

KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①センサーで認知し、ネットワークカメラを活用した来訪
者対応数

【アウトカム指標（成果指標）】
①住民及び来訪者等の満足度
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音圧センサー

通信機器類

警察署

自動通報

来訪者・
大きな音を
感知

通信機器類

カメラ
・不在時における住民等の来訪
を自動センサーが本署へ通報し、
本署員が必要な指示、助言等を
行う。
⇒ 交番員の帰所を待つ必要
はなく、利便性が向上。
⇔ 交番員は、パトロール等を
継続し、所外活動を維持。

２交番の
回線を改善

・住民等からの急訴や襲撃があっ
た場合も音圧センサー等により自
動通報され、緊急性に応じた措
置が受けられる。

HDD

【通報を受けると…】
警報装置が吹鳴
⇒ 地域課等が、来訪者を映
像で確認しながら、申出等
の内容に応じた応対を行う。
～緊急性が高い場合～
・来訪者の安全確保等を企図し
た指示、応援派遣等を行う。
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事案等把握
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推進体制

◼ 庁内の推進体制

名称 名称 役割

事業実施責任者 地域企画課長 • 事業全体のマネージメント・進捗管理

事業担当課 地域企画課 • システムの調達等、関連部署との調整、業務フローの検討

連携部署
富山中央警察署

地域課
• 関係システムの運用の運用、管理

連携部署 情報管理課 ・ システムの調達の支援等

【各課室の役割】

警察本部
地域企画課

サービスの
運用

事業実施責任者 担当課

連携

富山中央警察署
地域課

交付金申請・取りまとめ

住民等周知
富山駅前
交番

水橋交番

連携部署

周知広報 富山県庁
デジタル化推進室

警察本部
情報管理課連携

連携部署



推進体制

◼ 事業推進体制

名称 役割

警察本部
地域企画課

・ 事業計画の立案
・ システムの調達
・ 事業全般の管理

契約業者
・ 関係システムの構築、運用試験
・ ネットワーク環境の整備

富山中央
警察署地域課

・ 関係システムの設置等の調整
・ 稼働状況及び利用者の意識等のまとめ
・ システムの運用

２交番
・ 交番連絡協議会への事業周知、意識等把握
・ 自治振興会への事業周知、意識等把握
・ システムの運用

名称 役割

交番連絡
協議会

・ 事業周知に関する協力
・ 事業に関する意見、感想等把握の協力
・ 関係団体等との連携

自治振興会
・ 事業周知に関する協力
・ 事業に関する意見、感想等把握の協力
・ 地区内各町内会との連携

県警察

自治振興会

契約業者警察本部
地域企画課

富山中央警察署
地域課

富山駅前
交番

水橋交番

参画済

参画済

参画済

参画済

事業に関する周知及び意識等把握の協力

検討段階

各町内会

関連する地域のステークホルダー

交番連絡協議会

検討段階

関係団体等

連携



経費項目 金額（単位：千円）

交番ネットワークカメラ等整備事業

１ 警察署設備

デスクトップパソコン 478

警報装置 152

応対用機器（マイク、スピーカー等） 66

通信機器及び電源装置 109

時刻調整装置 33

消耗品・雑材料 18

取付、システム設定、試験調整費 338

２ 交番設備

センサー 148

ネットワークカメラ 632

レコーダ 352

モニター 44

音声等入出力装置、通信機器及び電源装置 336

応対用機器（マイク、スピーカー等）、通報ボタン 42

消耗品、雑材料費 64

取付、データ設定、試験調整費 554

３ 現場・一般管理費 624

４ ネットワーク設定変更等作業費 1,810

経費合計 5,800

具体的使途（経費内訳）
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